
　
鹿
児
島
市
の
天
文
館
ア
ー
ケ
ー
ド
に

お
い
て
、薬
物
乱
用
防
止「
６
・
26
ヤ
ン
グ

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、小
・
中
学
生
や
高
校
生
、関
係

機
関
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
２
２
０
名
が

参
加
し
、通
行
人
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
配
り
、覚
せ
い
剤
、大
麻
、危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
、併

せ
て
国
連
支
援
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、６
月
20
日
か
ら

７
月
19
日
ま
で
の「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動
期
間
、６
月
26
日
の
国
際
麻
薬

乱
用
撲
滅
デ
ー
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、県
民
一
人
ひ
と
り
の
薬
物
乱
用
問
題

に
関
す
る
認
識
を

高
め
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、各

保
健
所
地
区
に
お

い
て
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
く

若
手
介
護
職
員
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換

会「
ケ
ア
★
ス
タ 

サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　「
ケ
ア
★
ス
タ
」と
は
、今
年
１
月
に
開

設
し
た
県
介
護
福
祉
課
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
愛
称
で
、サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
11
名
を
含
め
、き
ら
き
ら
輝
く
若
手
介

護
職
員
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、参
加
し
た
若
手
介
護

職
員
か
ら
、「
利
用
者
や
家
族
の
笑
顔
、感

謝
の
言
葉
が
一
番
う
れ
し
い
」、「
人
の
温

も
り
や
命
の
重
さ
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
」

と
い
っ
た
、介
護
職
の
や
り
が
い
や
魅
力

に
つ
い
て
の
発
言
が

数
多
く
な
さ
れ
、介

護
人
材
の
確
保
に
向

け
、広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

第１回 「ケア★スタ サミット」
（若手介護職員意見交換会）

　
今
年
も
、国
内
外
か
ら
著
名
な
音
楽
家

や
多
数
の
受
講
生
を
迎
え
、み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
県
内
各
地
で
コ

ン
サ
ー
ト
や
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
堤
剛
音
楽
監
督
に
よ
る
荘
厳
な
チ
ェ
ロ
・

リ
サ
イ
タ
ル
、仙
巌
園
や
ザ
ビ
エ
ル
教
会

ほ
か
、各
会
場
の
趣
を
活
か
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
始
ま
り
、音
楽
祭
の
講
師
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
編
成
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ「
キ
リ
シ
マ
祝
祭
管
弦
楽
団
」公

演
で
は
、本
県
出
身
の
下
野
竜
也
氏
の
指

揮
と
新
国
立
劇
場
合
唱
団
に
よ
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
９
番
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
訪
れ

た
多
く
の
聴
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
参
加
者

数
は
約
1
万
8
千
人

で
、大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ザ・漁師塾

　
漁
業
就
業
者
確
保
の
た
め
、県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
と
連
携
し
て
、漁
業
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た「
ザ
・
漁
師
塾
」の

入
門
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、県
内
で
営
ま
れ
て
い
る
漁
法

な
ど
の
漁
業
の
基
礎
知
識
や
、先
輩
漁
師

が
独
立
ま
で
の
道
の
り
な
ど
、自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
た
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、南
さ
つ
ま
市
笠
沙
町
に
て
、

漁
業
体
験
と
し
て
、定
置
網
の
網
揚
げ

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
に
は
、県
外
の
方
３
人
を

含
む
、23
人
が
参
加
し
、参
加
者
か
ら
は
、

「
厳
し
さ
も
あ
る
が
、や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
感
じ
た
」

「
青
い
海
に
感
動
し

た
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
活
躍
し
、男
女
が
と
も
に
安
心
し

て
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る「
鹿

児
島
」の
実
現
を
目
指
し
、経
済
団
体
や
行

政
な
ど
が
連
携
す
る「
鹿
児
島
県
女
性
活

躍
推
進
会
議
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、構
成
団
体
が
積
極
的
に
女

性
の
活
躍
推
進
に
取
り
組
む「
キ
ッ
ク
オ

フ
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
議
終
了
後
に
は
、「
か
ご
し
ま

『
女
性
活
躍
推
進
事
業
所
』応
援
大
会
」を

開
催
し
、松
本
晃
カ
ル
ビ
ー
㈱
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
演
な
ど
に
企

業
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

鹿児島県女性活躍推進会議霧島国際音楽祭 6/24
[金]

7/6
[水]

薬物乱用防止６・26 ヤング街頭キャンペーン6/25
[土]

県政トピックス県政トピックス
P r e f e c t u r a l  g o v e r n m e n t

〈県政の動き〉 
6月11日[土] ▼ 8月10日[水]

県政トピックス

6
月
17
日[

金]

〜
18
日[

土]

ザ
・
漁
師
塾

6
月
19
日[

日]

〜
25
日[

土]

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間

6
月
24
日[

金]
鹿
児
島
県
女
性
活
躍
推
進
会
議

6
月
25
日[

土]

薬
物
乱
用
防
止
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7
月
1
日[
金]

奄
美
・
沖
縄
連
携
交
流
促
進
事
業
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

7
月
5
日[

火]

世
界
文
化
遺
産
登
録
1
周
年

7
月
6
日[

水]

第
１
回 「
ケ
ア
★
ス
タ 

サ
ミ
ッ
ト
」

（
若
手
介
護
職
員
意
見
交
換
会
）

7
月
8
日[

金]

〜
8
月
12
日[

金]

自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
開
設

7
月
15
日[

金]

〜
8
月
7
日[

日]

霧
島
国
際
音
楽
祭

7
月
18
日[

月]

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
全
面
オ
ー
プ
ン

7
月
21
日[

木]

〜
25
日[

月]

鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ
れ
あ
い
交
流

7
月
21
日[

木]

〜
30
日[

土]

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

7
月
27
日[

水]

伊
藤
祐
一
郎
氏
・
知
事
退
任
式

7
月
28
日[

木]

三
反
園
知
事
就
任
式

8
月
1
日[

月]

太
平
洋
戦
争
戦
没
無
名
戦
士
追
悼
式

8
月
5
日[

金]

か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
任
命
式

8
月
5
日[

金]

・
21
日[

日]

農
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

…写真入りで紹介

6/17[金]

6/18[土]

7/15[金]

8/7[日]
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マリンポートかごしま全面オープン

鹿児島・岐阜青少年ふれあい交流

伊藤祐一郎氏・知事退任式

7/18
[ 月 ]

　
大
型
観
光
船
ふ
頭
と
あ
わ
せ
て
、県
民

や
観
光
客
が
憩
い
、海
と
触
れ
あ
え
る
緑

地
空
間
と
し
て
鹿
児
島
港
に
整
備
を
進
め

て
き
た
、「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
」。

　
多
目
的
に
利
用
可
能
な
芝
生
広
場
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
最
適
な
１
周
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
園
路
な
ど
を
新
た
に
整
備

し
、7
月
18
日
の
海
の
日
に
全
面
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、盛
大
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く

す
玉
割
り
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、芝
生
広
場

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、全

面
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
活
火
山
・
桜
島
の
雄

大
な
風
景
を
臨
む

「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か

ご
し
ま
」を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ
れ
あ
い
交
流

は
、宝
暦
年
間
に
木
曽
三
川
の
治
水
工
事

を
成
し
遂
げ
た
薩
摩
義
士
の
偉
業
を
縁

と
し
て
、鹿
児
島
県
と
岐
阜
県
が
姉
妹
県

盟
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

昭
和
47
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

45
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、岐
阜
県
の
青

少
年
20
名
が
来
鹿
し
、本
県
の
青
少
年
20

名
と
共
に
、鹿
児
島
市
に
あ
る
平
田
公
園

や
薩
摩
義
士
碑
な
ど
、薩
摩
義
士
ゆ
か
り

の
地
で
両
県
の
歴
史
的
な
深
い
関
わ
り
合

い
を
学
ん
だ
ほ
か
、桜
島
や
内
之
浦
宇
宙

空
間
観
測
所
な
ど
を
訪
問
し
、本
県
の
豊

か
な
自
然
や
文
化
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、将
来
の
夢

に
つ
い
て
の
グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
の
交
流

活
動
を
と
お
し
て
、

友
情
の
絆
を
一
層
深

め
ま
し
た
。

　
伊
藤
祐
一
郎
氏
が
、任
期
満
了
に
伴
い

知
事
を
退
任
し
ま
し
た
。職
員
約
７
０
０

人
が
出
席
し
た
退
任
式
で
は
、伊
藤
氏
が

３
期
12
年
を
振
り
返
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
が
、県
議
会
や

県
民
の
皆
さ
ま
方
の
協
力
の
も
と
、懸
案

事
項
は
お
お
む
ね
解
決
で
き
た
。平
成
30

年
の
明
治
維
新
１
５
０
周
年
を
は
じ
め
、

「
奄
美
・
琉
球
」の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
、平
成
32
年
の
国
体
な

ど
、鹿
児
島
が
発
展
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
る
。今
後
と
も
、新
知
事
の
も
と
、鹿
児

島
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
欲
し

い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
退
庁
時
に
は
、多

く
の
職
員
や
県
議

会
議
員
、県
民
が
県

庁
玄
関
に
て
拍
手

で
伊
藤
氏
を
見
送

り
ま
し
た
。

県政トピックス

7/21[木 ]

7/25[月 ]

7/27
[ 水 ]
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